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■施策事後評価　　20年度の検証

実　　績

指標④： 計　　画

指標③： 計　　画

実　　績

◆◇　指標に関する特記事項　◇◆

　継続的に施策展開されていると評価する。
　ただし、後期計画策定に向け、単発的に事業を行うのではなく、他の分野の施策などと抱き合わせに
より、一層の成果をあげていくなど、手法を改善すること。生涯学習は自由な発想が可能な分野である
ので、他課や関係機関、NPO団体等との連携を図った施策展開（他の施策との統合などを視野に入れ
た）を検討すること。
　また、それに併せた施策指標も見直すこと。

活動量（アウトプット）

◆研修会参加者数

のべ74人

教育部生涯学習課
社会教育担当担　当

リーダー

施策に係る事業費（傘下事務事業費計）の推移

20年度 22年度21年度

80,000 91,477

平成１６年度実績

15人 50人実　　績

計　　画

21年度

44人

55人 55人50人４０人

47人

22年度19年度

特になし 代表的な競技スポーツや軽スポーツに関して、専門指導員を招いて地域の指導者の増加とレベルアップを図り
ます。（※「高根沢町地域経営計画2006」からの抜粋）

スポーツは、人生をより豊かにし、充実したものとするとともに、人間の身体的・精神的な欲求に応える世界共通
の人類の文化の一つです。心身の両面に影響を与えるスポーツは、明るく豊かで活力に満ちた社会の形成や
心身の健全な発達に必要不可欠です。住民が気軽にスポーツを楽しみ、スポーツを通じて交流の輪を広げ、地
域が活性化する環境を整えます。
誰でも参加できる軽スポーツやレクレーションの普及、選手の育成と競技力を向上させ、町民の健康・体力づくり
を図りながら自己実現に寄与します。
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50人

指導者の育成

施　策　の　評　価　指　標 年　　度基　　準　　値
指標①：地域スポーツ指導者数（人）

18年度 20年度

施
策
目
的

19年度

決　　算

18年度

当　　初 143,000 174,000

32,688

176,000

年　　度

⑥

施策傘下事務事業

①研修会開催事業費

②

③

④

事業費

⑤

176,000

91,477

A

のべ80人

施策への
貢献度

今後の方向性
（自己評価）
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施策達成状況に関する評価 課題と今後の方向性

総
合
評
価

総　合　評　価

ほぼ計画どおりの事務事業を執行することが出来たものと評価する。 スポーツ指導者の養成や確保そして指導者の活用は、生涯スポーツ社会の実現のためには基盤的な施
策として重要なことと思われることから、指導者情報の提供や地域のリーダー的な人材を育成していく。
また指導者は、勝利至上主義ではなく、人間形成にあたる指導者であってほしい。

施策達成にどう貢献しましたか？（アウトカム）

計画どおりの事務事業を執行することができた。
指導者としての資質の向上と活動の場を広げることができた。また、安全にスポーツを行うため
に、ケガの予防やスポーツ事故の防止の大切さも学び、地域スポーツや少年スポーツ活動の中
で研修の成果を生かすことができた。
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今後の方向性
（自己評価）

今後の方向性
（総合評価）

今後の方向性
（総合評価）

今後の方向性
（自己評価）

今後の方向性
（総合評価）

今後の方向性
（自己評価）

今後の方向性
（自己評価）
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継続

指標②： 計　　画

実　　績


